
令和 6 年 7 月現在

小笠原諸島 世界自然遺産地域 管理機関

I令和5年度 森林生態系修復事業の実施状況【父島列島孫島・弟島】I

孫島
新規駆除＋メンテナンス 企
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ネズミ類による食害（孫島） ► 
ネズミの食害が散見され、植生
回復や海鳥等への影響が懸念
される。

シマグワ ・ モクマオウ外

モクマオウ・ガジュマル外
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I令和5年度 森林生態系修復事業の実施状況【母島列島 平島・妹島】I 今回更新
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平島のガジュマ［レ駆除状況
年よりオガサワフススキ帯に侵入したガジュマルの駆除を進めている。

勺笹焦根 駆除開始から3年が経過し、シャリンバイなどの在来植生の回復が確認されている。
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妹島露岩地のギンネムメンテナンス ギンネム純林のチェーンソー処理と薬剤駆除状況
チェーンソーを使用して伐採を行い、伐根に薬剤注入を実施する。尾根部のギンネム純林等新規駆除 その後、萌芽及び新たな発芽個体への薬剤噴霧を実施して駆除を実施した。

I令和6年度 小笠原固有森林生態系保全・修復等事業 事業概要 I 今回更新

〈事業概要〉
固有動植物及びそれらの生息・生育環境の保全を目的とする。

・外来植物対策（薬剤駆除、抜取り駆除、伐採駆除等）
・移植及び播種
・駆除後の評価を目的とした各分類群のモニタリング
・薬剤の残留濃度分析

その他、指定ルー トモニタリング、気候変動モニタリング等を実施
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今回更新
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| 2-2 父島列島における植生回復事業の実施状況ーノヤギ排除作業 一 今回更新

目的
在来植生を中心とした生態系の保全と健全な植生回復のため、 銃器及び罠作業によるノヤギ排除を実施し、

ノヤギ根絶を目指す

これまでの取組み

• 1997年度から生態系保全のためノヤギ排除開始
・ 聟島列島（1997~2003年度）、 父島列島

(2003～現在）で実施
・ 現在ノヤギが生息しているのは父島のみ
・ 父島ではモニタリング調査と並行して作業を実施
• GPSやドロ ーン等を活用しながら作業を実施中
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ノヤギ椿餘事彙 I
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►父島における実施状況
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| 2- 2 父島列島における植生回復事業の実施状況ー外来植物駆除作業· 今回更新

実施概要

・ 都有地における植生回復を推進するために、 2021年度に「父島列島外来植物駆除計画」を策定し、

2022~2026年度までの外来植物駆除作業エリア、 駆除対象種、 目標林型を整理

• 本計画は、 基本的に森林生態系保護地区修復計画（林野庁関東森林管理局）に準じて、 駆除作業エリ

アを整理した。 加えて、 都が管理している遊歩道沿いの眺望確保を目的とした駆除や、 ノヤギ排除に

資する駆除についても記載

・ 外来植物駆除による植生回復状況等を把握するために、 モニタリング調査を継続実施

2024年度の実施項目

外来植物駆除作業
・過年度新規駆除エリアのメンテナンス駆除

弟島：北部都有地を中心に適宜
父島：夜明山～東平一帯、 宮之浜など

＋父島海岸線歩道
•新規駆除作業： （父島東平エリア）10ha程度

外来植物対策調査
・既駆除都有地の植物回復状況調査（弟・父）
・外来植物駆除影響調査（弟・父）

·植栽在来植物の生育状況調査（父）

父島海岸線歩道の景観伐採
・眺望改善のだめの伐採等作業

・次年度作業地の対象木事前調盃

△

父島列島外来植物駆除計画 駆除対象地図
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オガサワラグワと固有陸水動物の生斉•生息哀境の改善を
目標とし、都有地におけるメンテプンス駆除を実施
（赤丸エリアにオガサワラグワの自生地、植栽地がある）

乏
森林生態系の回復、希少種保全、景観対策等を忌月）にミ
順次、赤色の都有地における新規外来植物駆除をシ：t`

（適宜、メンテナンス駆除を実施）

| 2-2 聟島列島における植生回復事業の実施状況 今回更新

これまでの取組み

・ 過去に聟島列島に導入されたノヤギの食害による植生への影響、 表士の流出が顕在化

・ 環境庁からの依頼を受け、 1994年度以降、 ノヤギにより破壊された植生の回復基盤を形成することを目的とした植生

回復事業を開始（媒島1999年度、 嫁島2001年度、 聟島2003年度にノヤギ排除完了）

・ ノヤギ排除完了後、 特に表土の流出が顕著であった媒島において土壌を安定化させるために法面緑化、 治山ダム建設等

の事業を開始。 あわせて、 聟島・媒島において外来植物駆除の事業を開始

• 在来楢物の自然遷移による在来林の回復を促進するために、 2018年度に媒島、 2019年度に嫁島において、 全域ネズ

ミ駆除（殺鼠剤の手撒き散布）を実施

・ 聟島列島の中でも、 固有睦産貝類・毘虫種が多く生患する媒島の残存林の回復を目指し、 「媒島屏風山植生管理実施計

画」を2023年3月に策定。 実施計画に基づき、 各種調査・外来植物駆除作業を実施中

モニタリング
芭然環境調査

·植生、 陸産貝類、 毘虫類等の生物群調査
媒島屏風山周辺を中心に重点的に実施

・ネズミ類監視調査
2021年度に媒島、 2022年度に嫁島でネズ
ミ駆除完了。 センサー カメラによるモニタリ
ングを継続実施

調査で発見された陸産貝類 タコノキの実生が多数発生
左：ナカノジマヤマキサゴ
石：クチヒダエンザガイ

植生回復作業

外来植物駆除作業（聟島）
全域に分布するギンネムのメンテナンス駆除を継
続実施

固有陸産貝類等の生息環境改善（媒島・嫁島）

自然環境調査により、 媒島・屏風山に固有陸産貝
類、 固有昆虫類が生息していることが判明したこ
とを受け、 生息環境改善のための在来林回復のだ
めのタケササ類対策・在来樹植栽を実施

土壌流出防止対策（媒島）

海への赤土流出を防止するための谷止め（土留）
工事、 法面緑化作業、 点検作業等を継続実施する
とともに、 適宜新技術の導入についても検言り“K
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| 2-3 オガサワラグワの保全（弟島個体群） （都） I 

目的
ノヤギ排除後の弟島の在来植生回復のために、湿性高木林の主要木本類の一 つであるオガサワラグワの

弟島個体群（北部にのみ残存）の生育状況調査や植栽による固体群の域内保全に取組む

実施内容

自生地
成木開花状況／生育状況調査
稚樹生育状況調査
新規稚樹探索

植栽地
植栽用苗木の 育生
新規植栽
植栽株の生育状況調査

譴
1匂＼I,.,;�J

こ.,
（左）成木生育状況、 （中上）開花状況、 （中下）稚樹生育状況

9-

自生地怠

・

0•

つ忍·

担栽地
（中央邸）

悟胡地 ．｀＇ 
（間郎） l ．: 

（右上）苗木育生、 （右下）植栽状況 保全対策実施位置

成果（調査結果等）
自生地

•新たに3本の開花個体を確認。弟島個体群の成木数は雌26本、雄21本、
合計47本(2023年度調査結果）。

・稚樹の生育状況良好（過年度発見稚樹のうち、約8割が生存）。
まだ、新たに70本程度のオガサワラグワ稚樹を発見

追

・弟島中央部の都有地で42本、南部の国有林地において6本を新規植栽。 ］·
•これまで植栽した182本のうち、54本が生存。

2m超に成長した1固体もいるが、ほとんどの個体が樹高1m未満。

| 2- 3 希少植物の保全状況 （環・林） I

経緯
• 2023年度の検討会において、保護増殖事業対象種12種の中期実施計画を見直し、第3期計画を策定。

・課題解決の困難度に応じて種をAからCに分類し、種ごとの課題に応じた順廊的な保全対策を展開。
（具体的な対策）

モニタリング、外来動物等の食害対策、各種環境ストレスの除去、増殖試験、播種・植栽なと
「自然状態で安定的に存続できる状態」

になるまでの課題解決の固難虔

A 短中期 現在の取紺みの鑓続により、 巨憬に到達する
ことが可能と董えられる程

B 慣報不足 有している課歴が、 短中期的に対応可龍な名
のかどうかが不萌な湮

C 長期 短期的には解決が困難な課題を有し、 長期的
な刃応が必要ときえられる程

2023年度のトピック

r』

・コバトベラ新規実生1 個体発見
• R4年3月に発見されたムニンツッジの

新規実生で開花確認
・兄島のウチダシクロキ 2 株確認

し奮

・兄島のコヘラブレンやウラジロコムラ
サキのネズミ食害対策でベイトステ ー

ションや食害防止柵を設置したところ
ネズミ食害は減少。

該当極

ヒメタニワタ'J、シマカコソウ、ウラジDコム
ラサキ、 ムニンノポタン、 コヘラナしン

アサにエピネ、 コバトペラ｀タイヨウつ，，いウ
カズラ、 ウチダシクDキ

シマホザキラン、ムニンツッジ、ホシッルラン

り―

・コバトベラ、コヘラナレン、ホシツルランの人工授粉と播種
を実施

・ウラジロコムラサキ、ウチダ
シクロキの播種試験を実施

・研究者と共同で、東平サン
クチュアリ内でのムニンノ
ボタン等の播種試験を実施中

・シマホザキラン、アサヒエビ
ネの人工授粉で得られた種子 ぐ

の発芽能力確認等を実施
コバトベラの播種しだ種子（左上）とその実生

6



［父島 東平自然再生区内に侵入したノヤギの再排除 ］ 
・父島東平自然再生区にはノヤギ・ノネコ防除柵が設置されており、

柵の内側からはノヤギが排除されていた。
•2020年に柵内へのノヤギの進入が確認され、徐勺に頭数が増加し、
2022年5月時点で60 頭程度が定善と推測されたため、 排除を実施。

①銃器による排除作業（令和5年1 月～）
②くくり罠による捕獲（令和4年3月～）

→
→ 

計48頭

計 4頭

排除
排除

•この排除作業により、 柵内でセンサ ー カメラ等で確認されていた
ノヤギ全頭を、2023年9月までに排除することができた。- ---

-，＿給窯を年·

［柵内のノヤギのモニタリング：
• これまで確認されていないノヤギの残存も考えられたため、
2023年10月以降にノヤギの探索とモニタリングを順次実施。

→2024年3月現在までノヤギの再発見はなし
今後の課題・対策

・センサ ー カメラでのモニタリングを継続し、 1 年間再発見がない場合、根絶確認とする。
・ノヤギ・ノネコ防除柵の補修工事は完了。侵入防止のため維持管理を徹底する。
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| 2-4 ネズミ防除対策の状況～向島～ （環） I 

母島属島のネズミ対策計画の検討
・オガサワラカワラヒワの保全のため、繁殖阻害の大きな要因の1つと考えられる母島属島のネズミ類の根絶を目指す
・ネズミ類の駆除手法、実施時期、非標的種の影響回避などについて、基本的事項を整理するとともに、

各島の根絶難易度や適した散布方法等を検討し、 「母島属島におけるネズミ類対策計画」を作成。

向島の取組状況
BSによるドフネズミ駆除を実施。
• 2021年6月まで島の一部エリアでの対策を実施。
• 2021年12月から対策規模を広域に拡大。
※エリア拡充に伴うBS設置は小笠原村が実施

【2023年度の実施状況】 に

• 2023年4~6月のオガヒワ繁殖期におけるドブネズミはおおむね低密度を維持。
• 2022年度よりも充填量・充填回数を上げ、令和4年12月～令和5年10月まで
対策を継続したものの、夏季よりドブネズミの増加がみられ、低密度化が継続でき
なかった。

島 I ：字詈只：ラ設置地点

リア

稼働台日数 ＿撮影頻度（月平均）
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• BS設置台数
・カメラ設置
•原則月1 回点検
・殺鼠剤200~300g補充

1畑

【今後の予定】これまでの対策の評価及びBS設置範囲や点検頻度・充填量の見直しを行う
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| 2-4 ネズミ防除対策の状況～平島～ （村） I 
取組状況

【目的】
オガサワラカワラヒワの保全に寄与するため、繁殖地である平島に
おいて、オガサワラカワラヒワの繁殖期前にドブネズミの生息密度を
低減させるため、ネズミ駆除を実施。

【対策範囲】
平島、小属島（丸島、二子島、離岩礁）

【対策内容】対策前には住民説明会を実施
①手撒き による殺鼠剤（スロ ーパック）の散布（右図参照）
→平島R4:467地点(783kg)、R5：急傾斜9地点(13kg)

R5:642地点(803kg)
↑ネズミ再確認を受けた緊急手撒き

→小属島R5:129地点（399kg)
②ベイトステーション(BS)への殺鼠剤（粒剤）の充填
→R4: 150基(75kg)、R5:174基（98kg/2回分）

③モニタリング調査
・手撒き散布前後のオガサワラカワラヒワ飛来状況調査
・ドブネズミの生息状況調査（右グラフ参照）
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【主な配慮事項】
・殺鼠剤の海上流出防止（手撒き散布時は船上から監視→流出無し ）
•散布時は、主要な作業ルートの 設定、踏付け防止等のオガサワラセセリ等の在来生物への 配慮策を設定
・オガサワラカワラヒワをはじめとしたネズミ以外の生物が殺鼠剤を食べてしまうリスクを低減
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手撒き散布地点図（平島、小属島）
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靡 魯
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］ 
ネズミ再確認 ；

●
骨 闊 閲

センサーカメラでのネズミ撮影頻度（平島）

且J＿せ＇�マク）＇円r;
-f 

・令和6年度はネズミの生息状況を把握しつつ 、オガサワラカワラヒワの平島への 飛来状況や他島での尋藁祇況、
非標的種へのネズミ食害の影響等を鑑みながら、ネズミ根絶を見据えて追加散布を実施予定

・平島におけるネズミ根絶に向けた対策や 再侵入監視体制及びオガサワラカワラヒワのモニタリング等の長期的な
方針は、環境省や林野庁等の他機関と調整予定

| 2-5 陸産貝類の保全状況（小笠原、 内地） ～生息域外保全～ （環） I 
生息域外保全として、世界遺産センタ ー保護増殖室、扇浦屋外飼育施設、東京動物園協会（都内4園）で飼育。

-
・カタマイマイ属（父島、兄島産6種14個体群、総数約4,905個体）

を飼育中
・全ての種で累代飼育に成功
・遺伝的多様性保持のため、計画採卵を実施し、

J---, ¢.だ?9•lデ一、

え全～咤·

、
•各施設において、生まれたて個体の生存率向上が課題
•2023年5月より新たな上部開放柵を試験的に稼働し、概ね順調に機能
していることから本格稼働を予定 0 +--,,-午—行一介

9
.Jl

2011201220132014201520162017201820192020202120222023 

介

• 2019年より母島産カタマイマイ属の試験飼育
を開始し、現在7種204個体を飼育中。全種で飼
育繁殖に成功しているが、繁殖技術の確立が課題
• 2017年より父島列島産オガサワラヤマキサゴ
属の試験 飼育を開始し、地上性の種については
飼育手法がおおよそ確立
·2023年より兄島産エンザガイ属の試験飼育を
開始

目標採卵数を達成ー ?~’

.. 

世界遺産センタ ー と扇浦施設での詞育涸体数推移
6000, 

•コJ＼クアナカタマイマイ尖山
●クチベニカタマイマイ万作北
●クチベニカタマイマイ瘤山

5000 t アナカタマイマイB山
•アナカタマイマイ巽烏
•アナカタマイマイ千弱岩
•チチジマカタマイマイ巽崎

4000 t•チチジマカタマイマイ巽島 — 
●チチジマカタマイマイ尺山
●チチジマカタマイマイ千尋岩

チチジマカタマイマイ南崎
カタマイマイ夜明山 — 

•カタマイマイ長崎
•キ）ボリカタマイマイ夜明山

。。。3
 

飼

育

個

体

数

2000 

1000 

2017年9月より、葛西臨海水族園、井の頭自然文化園でカタマ
イマイ、 惹賜上野動物公園、多摩動物公園でアナカタマイマイの
飼育を開始
• 2021年度より、各園にて飼育個体の展示を開始
•2023年10月より、葛西臨海水族園でキノボリ肴汐マイマ
イ、恩賜上野動物公園 でチチジマカタマイマイしノ見者を開始

井の頭自然文化園 多摩動物公園
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| 2-5 睦産貝類の保全状況（父島） ～個体群再生～ （環） I

個体群再生一巽島への補強、 南島への再導入一

寄生生物対策について

陸産貝類へ感染が確認されている寄生生物ナメク
ジカンセンチュウヘの対策として、以下の感染対
策を実施している。
・移殖1固体は通常飼育から隔離し、人工飼料、人

工環境で飼育
・移殖直前に移殖固体の一部を解剖し、ナメクジ

カンセンチュウの感染がないことを確認
・移殖直前に随伴生物のリスク削減のだめ飢餓処

理を実施

南
島
過去にチチジマカタマイマイ、アナカタマイマイ
が生息⇒再導入
【調査等状況】
·植生、土壌水分環境、外来動物（ウズムシ、ネ

ズミ）の侵入状況等の調査を継続
・現時点でウズムシの確認なし
・南島では束京都が継続的にモニタリングしなが

ら駆除計画を検討中
・南島では移殖適地と考えられるタコノキ群落の

自然更新補助作業を実施中

®
麟

南島

巽島
現在チチジマカタマイマイ、アナカタマイマイが
生息⇒補強

【調査等状況】
·植生、土壌水分環境、外来動物（ウズI；シ、ネズ

ミ）の侵入状況等の調査を継続 吋 5
・現時点でウズムジの確認なし
・巽島ではネズミ駆除（殺鼠剤手撒き、BS)を継続

的に実施しているが、ネズミの痕跡あり

2-5 陸産貝類の保全状況（父島） ～個体群再生～ （環） I 

取組状況
個体群再生ー南島への再導入の実施

【2023年12月7日】
・アナカタマイマイ（千尋個体群） 85個体
・チチジマカタマイマイ（南崎個体群） 88個体
・移殖後の生存率を確認するためにカゴを設置し、その中に放逐
【 2023年12月21日】

・アナカタマイマイ72個体、チチジマカタマイマイ87個体
・両種共に9割以上の生存を確認し、現地に放逐

一月後モニタリング

・チチジマカタマイマイでは8割以上の個体の生存を確認したが、
移殖場所からほとんど移動していなかった
・アナカタマイマイは再発見率が著しく低く、移殖場所にととま
っている個体がほとんといなかった

情報共有

・南島は観光利用が盛んであるため、ガイドや利用者への説明や
周知を実施
・観光利用者をはじめとする南島渡島者が参加できるWEBフォ ー

ムを利用した移殖個体のモニタリングジステムを構築
・小笠原世界遺産センター lnstagramや村民だより等における定
期的な情報発信

カタマイマイみつし90冑島

ー·ー·• • · “ィ·••ー·••一�●●●● ●と

r・：："""�-;;•ふ•. s:．＝ーニ？ ー

| 今塁塁塁百醤品は盗雰雲芦品
‘

』

こ
0

0
 

こき�l:`ニ

·:·

移弛個体発見報告用WEBフォ ー ム
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| 2-5 陸産貝類の保全状況（兄島） ～ネズミ対策の状況～ （環） I 

兄島の睦産貝類の絶滅回避と個体群維持、回復を目的に外来ネズミ対策を実施。
クマネズミ

固有の陸産貝類を食害するなどして

生態系に被害を与えている

対策の経緯

2010.2 ヘリによる殺鼠剤散布
2012.6~ センサ ーカメラによるモニタリング
2012.9 クマネズミ再確認
2015.2~ 1呆全エリアを選定しカゴ罠での捕獲
2015.8~ カゴ罠からベイトステ ー ション(BS)

を用いた駆除に切替え
2016.8 ヘl)等による殺鼠剤散布

（兄島、瓢箪島、人丸島）
2017.7 クマネズミを再確認
2018.4~ 重要保全エリアを追加拡張し、BSを増

設し、対策を強化
2020.5~ 高床式BSに切替を開始

． 

2021.3 内陸部でヘリによる殺鼠剤散布

マ

2021.5 クマネズミを再確認

2022.2 重要保全エリアを追加拡張

令

｀
公 ,. 

｀ 

0 500 

一

1000 

一
．

 

（左写真）
クマネズミより食害を受けた

カタマイマイ属の殻

（右写真）
オカヤドカリなどの侵入を防

ぐための高床式ベイトステー

ション

凡例
··I陵貝重要保全エリア
一陸貝重要保全エリア(2018年度追加分）
一陸貝重要保全エリア(2019年度追加分）
一陵貝重要保全Iリア(2021年度追加分）

● 詳細関査地点（年1回）
● 重複調査地点（年3回．詳細 1 回、簡易2回）

簡易調査地点（年2回）

兄島における陸産貝類重要保全エリア、および陸産貝類モニタリング地点

| 2-5 陸産貝類の保全状況（兄島） ～睦産貝類の生息状況と食害推移～ （環） I 

カタマイマイ属の生息密度 オガサワラヤマキサゴ属の生息
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0.00 
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．．．．．．．．．．．．．． 穀窯剤空散
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ーカタマイマイ蜃
ーオカサワラヤマキサゴ屡

. - . . . - - - . 

2009 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

※いすれも兄島全島平
均

•生息密度はカタマイマイ属で昨年度より増加し全島平均で3個体／m以上
オガサワラヤマキサゴ属では昨年度と同程度だが、2020年以降の減少傾向は変わぢす。

・ネズミ食害密度は昨年度に比ベオガサワラヤマキサゴ属で大きく増加
カタマイマイ属でも増加しており、食害増加率は2013~2014年の甚大な被害を受けた時
期と同程度まで至っている
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| 2-5 睦産貝類の保全状況（母島） ～生息域外保全～ （環） I 

●オガサワラオカモノアラガイ
飼育状況の概要

2015年 1界ヶ岳個体群の試験飼育を開始

長らく安定的な飼育ができす

2020年 試行錯誤の末、累代飼育に成功

2021年 衣舘個体群の飼育を開始
2023年 引き続き2個体群を飼育中

堺ヶ岳個体群

• F2世代以降ファウンダーを2019年11月～
追加せすに飼育を継続。

2020年11月

• F5世代63個体を飼育中

(2024年1月現在）

・遺伝的多様性のモニタリン

グのため、遺伝解析を実施。

• F4世代で遺伝的多様性が低多塁盟腐灯
～

下（成長段階を揃えるための

成長抑制試験が影響したか）

ビ詈＿｀O］ 飼育継続中

衣舘個体群

・極めて局所的に生息し
2021年11月

、遺伝的にもユニー クな ～2023年6月

集団

•生息地にエリマキコウ
2022年10月～

ガイビルが慢入している
------

ため、系統保存の観点か ！ 2023

ら野生個体との遺伝交流
し 10月～ � 飼育継続中
-------------

も含めた管理を試行。
・遺伝的多様性のモニタリングのため、遺伝解析を実施。

• F3世代138個体を飼育中(2024年1月ょ昏

【課題】
・域内外で成長速度に差が生じやすく、遺伝交流のため成長抑制を実施するも生存率が低下(1界ヶ岳個体群F3世代）。
•その結果、飼育個体数が減少し、1界ヶ岳個体群F4世代で遺伝的多様性が低下。
•1界ヶ岳個体群では孵化率が低下する傾向もみられている。

i:：；有：：
ここ

こ］

（母島） ～生息域外保全～ （環） I 

●ハゲヨシワラヤマキサゴ

• 2011年に再発見されるまで絶減したと者えられていた母

島固有の樹上性ヤマキサゴ。2022年に23個体のファウンダ
ーを捕獲。

・オガサワラオカモノアラガイに準じた

加湿飼育により累代飼育を達成。

• 2024年1月現在1271固体を飼育中
マーキングした飼育固体

【課題】

遺伝的多様性に配慮した管理の方策を検討中

孵化後間もない幼貝
7 0 1 ~ 100% 

6.0 旦
↑

一千車� .. 80% 
so 卓4 0 60% 

＾ E ＾ ま
E3.0 4びん一

ヽ20 性

00 0% 
8月 9月10月11月12月 1月 2月3月4月5月6月7月

F1世代の成長と生存率

●ヒラセヤマキサゴ

• 2006年に再発見されるまで絶滅

したと考えられていた、母島石門に

固有のヤマキサゴ。

• 2022年に計20個体のファウンダーを捕獲。

• 2023年12時点、14個体を飼育中。

【課題】

卵が見つかっておらす、幼貝も少ない。

乾燥に弱く、適切な飼育環境が

整備出来ていない可能性がある。 飼育中のF1世代
戸

ヽ

●キビオカチグサ近縁種(so.B)

・キビオカチグサ近縁種のうち、

母島の石門に固有の系統。成貝で

殻径が2mm程度の微l」9貝。

・微l」1種であることから飼育設備

の検討を重ね、2023年に50個体

のファウンダーを捕獲して飼育再

開。 �厄

【課題】サイズが極I」Iであり、適切

な飼育管理方法を見出せていない。
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| 2-6 陸産貝類の生息を脅かす外来種対策 ～新たな外来種侵入防止対策～ （環） I 

「新たな外来種の侵入防止」
・外来種対策の霰優先事項
・科学委員会や地域連絡会議、WGで検割
·2015年度に新たな外来種の侵入・拡散防止に関する

検討の成果と今後の課題を整理
マ

2017年度母島検討会を設置
・父島と比較し外来種の影響が少なく、遺産価値が多く
残っていることから、地域団体から母島の課題について
議論する場の設圏が求められていた。
・検討会を設置、母島の遺産価値や課題等を整理

マ

2018年度母島部会を設置
・科学委員会の部会（母島部会）に位匿付け。
・陸産貝類に大きな影響を与えるウズムシ等の外来種対
策を優先的に議諷
•特に侵入リスクの高い土付き苗対策について、基本的

な考え方や実施体制等を整理

2019年度
•土付き苗温浴実施に向けた調整、試行運用開始

・温浴の取組みを母島の自主ルールとして位匿づけ
マ

2020年度～2023年度
•土付き苗温浴の利用促進、実績の蓄積

・建設工事等の外来種対策指針の作成
→ 2024年度より試行実施を予定

土付き苗に関する者え方

・外来種が潜入・付善している可能性が極めて高い
・外来捕食者や震業害虫等が持ち込まれ、母島の世界自然

遺産の価値や産業が脅かされる恐れがある。
※実際、現在母島で大きな問題となっている外来種の一部は

沖縄からの土付き苗で持ち込まれ戸可能性が指摘
→·

← 土付き苗は母島へ持ち込まないことが基本
持ち込む揚合は温浴等により外来種を極力排除する
※小笠原村シロアリ条例により、沖縄や父島等のシロアリ生息地の

苗木（「植栽用樹木等」）の母島への持ち込みは禁止。

母島の自主ルールとして
位置づけ、2020年より土付き苗
の温浴処理の取組みを開始
（通称「ははの潟」）

2023年から受付窓口が
小笠原アイランズ農協母島支店に！

工事資材等に関する者え方

・ 一 部資機材では外来種の潜入・付善のリスクが
ある

※特に内地の港湾区域や父島で使用・保管されたものに閲しては
ヒアリなどの庄器己旱や外来プラナリア癸目が1臼i畏る可能性

一母島に持ち込まれる資機材について、外来種随1半
のリスクを把握し、リスクに応じた対策を行う

母島に特化した共通の対策指針を作成する。

| 2-6 陸産貝類の生息を脅かす外来種対策 ～ツヤオオズアリ対策～ （環・都・村） I

目的

固有陸貝や土壌生物層を保全するため、
母島南崎のツヤオオズアリを根絶する

ベイト剤による防除対策により
ツヤオオズアリの生患範囲を縮
小させることに成功している。

主な経緯
·屯

2015年 南崎にてツヤオオズアリの生息が確認
2016年推定生息範囲（14.43ha)を特定

本格的な駆除を開始
2018年対策エリアの一部で駆除達成※

対策方針を拡散防止→生息範囲縮l」＼へ転換
※モニタリングによる非検出が8ヶ月～12ヶ月継続で届臨除達成

2019年駆除完了エリアの一部で再検出(10月）
2021年再検出地点で再度駆除完了判断

2023年の対策状況

•4つのモニタリングラインで駆除完了

→生息範囲にベイト剤約180個を新設
・推定生息範囲は8.4ha（当初の58%)まで縮l」9
・防除完了後モニタリング（年2回）において

3年未検出の箇所は順次モニタリング終了
今後も対策を継続して更なる生息範囲縮小を目指す

推定生息範囲及びベイト剤設置箇所（令和5年12月時点

推定生息範囲（2022年時点／8.82ha)

推生患範囲（2016年時点／14.43ha)

• 現在のベイト剤設置箇所

＿閉崎遁歩通（東西境界）
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| 2-6 ツヤオオズアリ防除対策の状況【母島・農地、 集落地】 （村） I 

言塾饂

く対策の概要＞
0令和3年度に、

対策の緊急性
が高いと考えら

よ悶猛悶分布調査結果

ため分布調査 (R3)↓

を実施（右図
参照）

0令和4年度に、
中ノ平草木置場
周辺の防除計
画を作成

0令和5年度は、
駆除計画に沿っ
て駆除対策を
開始 0 2 出m

9 ヽ 9

• ペイト剤設置箇所（試算）

ツヤオオズアリの帷定侵入範囲

Cコ推定侵入範囲：3.54 ha 

防除実籍範囲

Cコ防除実施範囲：5.62ha

施設名称

建設会社資材置場

ー中ノ平草木置場

ベイト剤設置位置図 (RS)
↑駆除計画のうち3ライン分を

開始。並行してモニタリング
を行い、ライン上の駆除が
完了するごとに、より内側の
ラインに移行していく予定

↑防除計画図 (R4)

◆既に定着が確認され
ている母島の農地や
集落での対策を行い、
遺産地域への新たな
拡散を防止

◆平成29年度から見廻山農業団地、」A出荷場、
蝙蝠谷農業団地において、ベイト剤設置に
よる対策を実施し、令和2年度に防除完了を
達成

◆完了以降は、モニタリングを定期的に実施

◆防除作業の継続
◆防除完渇眉所の継続

したモニ、＇よジグ
◆村民（特に農業者）へ

の普及啓発

| 2-6 陸産貝類の生息を晉かす外来種対策 ～母島ウズムシ侵入調査～ （環） I 

目的

母島では未侵入のニュ ーギニアャリガタリクウズムシの非意図
的な侵入に備え、早期検出のための調査を実施。
併せて、他種ウズムシ類についても記録

一麿昇甕謳て�=�
―ギニアヤリガタ

N
A

9, ＇
9{』● 令和5年度までの確認地点

・ー
・・

負●●
J・“

エリマキコウガイビル(Bゎa!ium vagum)
• 2014年8月に評議平で初確認された貝食性コウガイビル
・父島では未確認。沖縄からの土付苗に紛れて侵入したと推定
•分布は毎年拡大。西台、南崎、東崎以外の地域に広く分布。
•特に樹上性の微l」9~l」9型種に甚大な影響を与えている。
※現時点で影書が顕在化していない種（オカモノアラガイ類等）もいる

• 2023年、石門下の段で新規確認。
・現時点で効果的かつ非標的種への影響が少ない防除技術がな

いことが課題。

オガサワラオカモノアラガィ ヒメカタマイマイ

｀ �ヤ｀一

し

．
I

‘
f

.

fゞ
ー
で

4v

-

9‘̀
..

.
f
ー

..
 

l
.

 

j.‘
 
．．

 し
、9.

；

” .

1
t

9̀
 

、

9
l.
,

、
\
9.

pi
．
｀

J

り’

.

.
 9 
.

.
 
い＂
｀

、
t‘.

.-.̀

.

n
、..

8.

、』
J
.

. .
2·

9
`
 
.
.

 

一ん`

・
・
｀

I
、7

.9．
ヽ

I

-

一

チャコウラプメクジ

t
 

. .

.
 

,

‘

.

.

`

i �
 

J
9

·

’
9←•

 

-̂

9
5

,

‘

グ
[

'

蒼

追

ヽ

反

令

．

．
 

．

 

●ヽ尺· '、 • :、 た •• ..~ •• 9 `9 • 9 9 L· :鴫；ー・

.1!.`,; ． "· •• : 

●
’

,'・ ●●，・

凡例

● B.vagum既俣入地点

0 0.5 1 3 km 

14



| 2-6 睦産貝類の生息を脅かす外来種対策 ～アジアベッコウ対策～ （環・村） I 

アジアベッコウマイマイ
・雑食性で固有陸貝や希少植物、農作物への影響が懸念
•土付き苗に紛れて侵入したと推定（父島では未確認）

目的
l 固有睦産貝類重要生息地への分布拡大防止

主な経緯
2016年 母島評議平で初確認

→高密度生息範囲に駆除剤散布
評議平周辺で駆除剤散布するも分布は拡大

元地集落への跳躍分散を確認
元地集落で大発生、中ノ平への跳躍分散
乳房山遊歩道周辺で駆除剤散布開始
中ノ平草木減容場、庚申塚資材置場への

跳躍分散を確認
乳房ダム、砂防ダム上流域への進出を確認
→集水域では駆除剤を用いない対策を試行

集落部では大発生時に誘引罠設置
東港資材置場、蝙蝠谷資材置場、蝙蝠谷農業
団地、中ノ平農業団地への跳躍分散を確認

2023年の対策状況
・駆除剤（メタアルデヒド剤）の散布

（庚申塚、中ノ平、船見台、船木山等）
・誘引罠による捕獲（集落部、取水ダム集水域等）
•生態情報の収集、防除技術の開発等

2017年～
2020年
2021年

2022年

2023年

山
＂

鴛
＾

�J ●●
, 

束港残材匹場
跳躍分散を新規確認

(2023年6月）

N
A
 令和5度末時点のアジアベッコウ生患範囲（赤色）

ぷ1 および対策状況

蝙蝠谷；；業団地
跳躍分散を新規確認

(2023年6月）

桑
ツ

J.
”
 

’ 

蝙蝠谷仮置場
跳躍分散を新規確謬

(2023年10月）

ロ

凡例

防除範囲一 RS防除範囲（薬剤散布）― RS防除範囲（トラップ）

Cコ 2023年船見台～中ノ平生患範囲（218ha)

● アジアベッコウ確認地点(2023年）
巨暉貝類の重要地域

ダム集水域（乳房ダム）

500 1,000 2,000 

アジアベッコウマイマイ

平震業団地
j規確認
月）

¢ ノ‘｀心• I - 』 9、
`はこコ 1 

X 

3,000 m 

南崎ロ ータリ ー

謳を新規確認
(2023年10月）

| 2-7 希少昆虫類の保全状況（オガサワラハンミョウ） （環） I 

［ 生育域内での取り組み ］ 
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幼虫巣穴数調査結果

［生息域外保全、野生復帰の取り組み］

•伊丹市毘虫館と小笠原世界遺産センタ ーで飼育が
継続され、現在は技術向上や給餌手法の工夫等に
より安定的な飼育数を維持できている。

・兄島の生患地に飼育個体を放す取組を2015年度
から継続し、放した個体の移動や定着状況をモニ
タリングして確認している。

•これまでは元生息地への移殖（再導入）を実施し
てきだが、今年度は現生息地に放す移殖（補強）
も実施した。

・再導入地の1か所で、移殖前に200個の巣穴を確
認でき、兄島で2番目に多

い

生息地となり、自立
的な個体群創出の成功に近づいている。

年度

H27 
H28 
日29
H30 
R1 
R2 
R3 
R4 
R5 

成虫
27 
41 

180 
15 

181 
128 
194 
389 
151 

移殖個体数
幼虫

142 
248 
82 

計
27 
41 

180 
15 

181 
128 
336 
637 
233 

1茫茫’ 鼻..-”亨 ｀
，正 ··マ ふ

｀ 
再導入地の巣穴
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に二：
ニニ：全

］
幻犬況（希少トンボ類） （環 ・ 林） I 

オガサワラアオイトトンボ、オガサワラトンボ、ハナダカトンボ
（国内希少野生動植物種）の保護増殖事業を実施中。

］］］筐t
:

盃

トトンボ

1閏言Iず言IデI万：I0崎會可’言E I ロデI

]

:I 言’戸言
△ ：幼虫のみ確認 ＊：人エトンボ池設置後確認
※ハナダカトンボは姉島で古い記録あり

［生患状況把握のためのモニタリング］
・ 弟島 ・ 兄島の全ての沢でトンボ類のモニタリングを実施。

→全体として増加傾向だが、兄島南部でのみ個体数が著
しく減少しており、グリーンアノールによる捕食圧が l オガサワラトンボ
原因と思われる 600 I 600 

・母島5地点でハナダカトンボのモニタリングを実施。
→外来植物駆除を継続している3河川では、 400 

I 
400 

窟醤零笠翌閂讐E999贔体を確認。
20

：
ロ

ニ

20

:

兄島（南部のみ）一

H24 H31 RS 
兄島（南部除く）

・ トンボ池のメンテナンス
兄島・弟島•西島に人エトンボ池を設置し、
繁殖に適するよう落葉除去等を実施。

・ 沢 ・ 集水域での 外来植物等の駆除を実施
兄島：モクマオウなと 弟島：ジュロガャッリなと
母島：アカギ、ガジュマル、ポトスなど

600 

400 

200 ゜
ク

弟島・兄烏全辰における
固有トンボ3種の
涸体数調査結果

H24 H31 RS 
弟島

| 2-7 希少昆虫類の保全状況（オガサワラセセリ） （環） I 

オガサワラセセリ（セセリチョウ科）
・ 小笠原固有のチョウ
•かつては父島、母島に生息が確認されていたが、

戦後は母島列島のみで確認されている
・ 幼虫はオガサワラススキを食草とし、海岸の草原帯に

生息する
•国内希少野生動植物種、絶減危惧1B (EN)

［生息状況把握のためのモニタリング］

·ロ

・ 母島南崎(2021年～）及び蓬莱根(2023年～）のススキ草原における毎月のモニタリングを実施。
→南崎では、年による変動が大きく発生の季節性はつかめていないものの、継続的に個体を確認。

蓬莱根は面積が小さいものの、最盛期は比較的高密度で個体が確認され、重要な生息地である可能性あり。
・ 母島属島における生息状況調査を実施。

→調査を実施した平島、向島、姪島において生息を確認。_ 筐言芸認覧雙甕
‘

一門言彗：木一の
�.v.;a • I ワイーピーーテ：・守：艮

＇ d-ぅ切＃：

裏
冨
榎

＇
 
，

 

ー

，，，励浅櫃

，，，』
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I 2-8 グリーンアノール防除対策の概要（ロードマップ2023-2027） （環・林・都・村） I 

く最終目的（理念） ＞ 
最終的に小笠原諸島からグリ ー ンアノ ー ル（以降、 「アノ ー ル」とする）を完全排除すること

により、保全対象種及びそれらを支える生態系を維持、回復する。

く 目壷 2023~2027 の5 ： ごとの目奎とxヽ ＞ 
弟烏

9:..-

西已 墨

南一

兄烏【保全地域への侵入阻止】
"C • DエリアでrT）挨索

～上・保全地域および周辺における捕獲
"B • Cライン面の機能を維持
•生．態系モニタリングを繰続

父烏［届忌への拡散防止］
・港湾周辺における低密度化を港院する
，住民巷加の捕獲を通した菩及啓発の維続

品姪

L

止

母

卓

妹

9

、
t
r'平

島向

母島【自然再生区＋屋烏への拡散防止］
璽再生区と港達における低密度菅珪
•新夕日ヶ丘の柵の機能を維持

-.生砦系モニタリングを維続

父烏届烏・母旦届畠など［実蒻把握と初期対応］
・監視調五の継院

（最も重要な目標）
•最も優先的に保全す
べき地域として評価
された大丸山保全地
域を中心に毘虫群集
在保全
•Dエリア及び弟島へ
の侵入リスクを低減

| 2-8 母島のグリ ー ンアノ ー ル対策（母島新夕日ヶ丘） （環） I 

囲い込み型防除柵内・外のグリ ーンアノ ー ル密度

0.60 

0.40 

-•一珊内

-•一珊外

言
• - - ° 

020 j。\
Y \

8 

1 

｀ヽ—•—•
0.00 

糸 衣 名 水 衣 名 吝 ＂匁 念 へ水 忍 ，名 。水 啓夜泉
詞霊 '"\,0..,() 忍忍忍やや忍ゃ‘ 忍忍忍忍忍忍

グリ ーンアノ ー ル防除柵

.0• •• 

` ••新夕日ヶ丘
I I 

!
― 

； � ， 

0 Bkm ; 
-

ーょ·
子とも向けイベントの実施 近自然工法による

歩道整備ワ ー クショップ

．囲い込型防余 内では引き続きアノ ー ルの低密度犬熊を｛っている。
・年閻CPUE (100トラッフ日あたりのアノ ー ル捕獲数）は非常に低い値（0.01)環記録した。
・柵の一部補修、柵内外の草木の刈り払いや樹木の高所伐採を継続した。
•利用しやすさの向上のため、歩道整備や普及啓発看板の充実を進めている。
• 2023年度は子供向けイベント及び近自然工法による歩道整備ワ ー クショップを実施した。
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| 2- 8 母島新夕日ヶ丘における保全対象種の状況 （環） I 
新夕日ヶ丘のアノ ール防除柵内外におけるヒメカタゾウムシの生息密度調査
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ヒメカタゾウムシ 小枝トラップ

この柵外地域では2016年以降、
ヒメカタゾウムジの生体、 食痕と
もに発見できていない。

2012年の 在： ■ 不在： ■

2010 2011 2012 2016 2017 2018 2019 202l 2023 

＜
＇ 

.1 
● ^ 

....' ●ャ·.
・

＇
. ..、．． ．． 

.. 

・ヒメカタゾウムジは2010年以降、一霞して柵内に多い。
・柵内では安定的にヒメカタゾウムジの繁殖環境を維持でき
ていると考えられ、今後も変化を把握する必要がある 〖

新夕日ヶ丘周辺の
ヒメカタゾウムシの分布

ー
ー
｀

| 2-8 兄島の新たなアノ ー ル侵入防止柵設置計画 （環） I 

・兄島においてアノ ー ルの侵入域が少しすつ広がっていることから、在来毘虫類の保全のた
めには、拠点防衛など中長期的な対策への転換が求められている。

• 2020 • 2021年度調査の結果、最も保全の優先度が高いと評価された大丸山保全地域に
おいて、囲い込み型の新たなアノ ール侵入防止柵の設置を計画することになった。

• 2022年6月と9月に動植物の有識者を含む関係者の現地視察会を開催し、外周約1km、
柵内面積約4haの柵を設置する案を採用することになった。

• 2024年3月、住民説明会を開催し、柵設置予定地の支障木伐採に着手した。
·2024年度、ヘリコブタ ー による資材搬入と設置工事を予定し、年度内の完成を目指す。

鳥瀬戸
二俣螂

ブテックa-,ヮ 凡例

Eコ大丸山囲い込み柵予定地

人丸島

0 : 
os 

中過島：km

t、ア，べ乃娑ぎ：.. :;. 
漬 ＇丸硲 ••. • - • • 

心長い滋
線形確定作業 支障木集積場所の確認
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伝ル捕獲技術開発の進捗 （環）I

ドロ ー ンからの散布の様子 捕獲されたアノ ー ル

霞

プラセボ剤付きゴキブリを カフェイン粉末付きゴキブリ
捕食

一

・父島でドロ ーンによりトラップを散布し捕獲す
る実験を実施し、密度低減効果が実証された。

・従来型のトラップとの捕獲性能比較の結果、散
布型トラップの捕獲数は数倍小さく、より高密
度に散布することが必要だと判明した。

•生分解性のある粘着剤の開発が引き続き課題。

・プラセボ剤（無毒の｛為薬）を用いた野外実験では
、野生のアノ ー ルがプラセボ剤を付けたミナミヒ
ラタゴキブリを捕食する様子が見られた。

・有毒なカフェイン粉末を付着させたゴキブリ使用
した屋外網室試験の結果、捕食は確認できたが死
亡率が低く、薬剤の改良等が必要。

・環境DNA分析がアノ ー ルの検出に使用できるか
、有識者ヒアリングを実施した結果、噴霞した水
を回収する方法等による検出できる可幡： I担がある
と判明。

・父島と兄島で採水方法試験を実施。次年度は検出
精度について試験を進める予定。

| 2-9 オガサワラカワラヒワの保全～域内保全～ （環・林・都・村） I 

目標：本亜種が自然状態で安定的に存続できる状態とすること

生息域内のモニタリング状況
母島属島でのモニタリングでは自然災害等の影響が少な 140 

く、春期の繁殖状況が良好で苦鳥が多く巣立ったことが示 塁
120

されたが、親烏の数は増加しておらす、来期の繁殖に今期 ピ
の若烏が加わってより良い状況になることが期待される。 i 80 

また、属島閻での移動も頻繁に確認されており、特にネズ い
ミ対策の進んでいる島の利用が増えていることが示唆され 40 

た。 一方、母島への飛来は昨年同様少なく、個体数の増加 20 

は限定的と者えられ、各種の保全活動を一層推進していく
ことが重要。

域内保全の取り組み
1 

― 

一属島4島（平島除く）

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
“300 c c`ocoocc寸00つ〇Cぐ寸“300CN寸000NN寸000ccヽ“300NCN寸OCO

▼ー ▼ー -- -- .ー ▼ー -·ー -- .ー —

2016 2017 2016 2019 2020 2021 2022 2023 

属島（平島除く）での月平掏撮影頻度の推移

ネズミ対策
嶋

母島属島 ドブネズミがオガサワラカワラヒワの繁殖期の卵やヒナ

ノネコ対策
ゃ

母島

生息環境の改善
Q 

母島・母島属島

水場、餌場の確保 母島・母島属島

の捕食、餌資源の競合を引き起こしていると考えられ、
殺鼠剤を用いた駆除の実施

→ 詳細は2章2-4参照
ノネコによる捕食圧の低減のため、特にオガサワラカワ
ラヒワの飛来する母島南部でのノネコ捕獲

�I '� →詳細は2章2-10参照 ヽミ
植生の管理・外来植物駆除

人工水場や餌場の設置試験
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| 2-9 オガサワラカワラヒワの保全状況～域外保全～ 今回更新

取組状況

• 2021年9月～ 域外飼育開始
捕獲実績 2021.9~2023.10にかけて延べ1 6羽（0'9羽早7羽）
飼育総数 2024.6末現在9羽（0'4羽牟5羽） 2022.11~2024 . 6に7羽が死亡

捕
獲
・

移
送
状
況

• 2023年 3月～

母
島
保
護
増
殖
施
設
イ
メ
ー
ジ

母島保護増殖施設の基盤整備（急傾斜地対策工事）に着手

｀I] I 動物園職員による現地飼育繁殖への技術支援
近縁種の飼育繁殖の知見から屋外の方が繁殖しやす
いことが判明
父島に屋外ケ ー ジを設置し、2023年3月より
飼育繁殖の取組を開始

►

►

 

⇒ 

• 2023年3月 野生復帰実施計画の策定

父
島
屋
外
ケ
ー
ジ

父
島
で
の
飼
育
状
況

・動物園との連携（継続）

今後の対応・課題
・動物園での近縁種飼育繁殖のノウハウを活かして、本種の飼育繁殖を実現させる。硯地でのノウハウ蓄積が課題。
・母島列島での生息域内個体群の増強に向け、母島に保護増殖施設を建築して母島での飼育繁殖体制を確立する。工事業者哀資

材の確保、進行管理が課題。 吋 5•野生復帰実施計画にもとづくソフトリリ ー ス手法等の検討を今後実施予定。

| 2-9 オガサワラオオコウモリによる食害対策 （村） I

本取組の目的

・オオコウモリの防鳥ネット等への絡まり事故を防止するため、
安全性が確認された硬質樹脂性ネット（トリカルネット）等を使用
した施設等を普及する補助事業

→オオコウモリに対し安全な農作物被害防除策の確立と普及
→農作物被害防除による農業振興

これまでの経緯
•平成24年度 オオコウモリ食害対策事業開始
•平成26年度 農作物被害防除対策需要調盃実施（父島）
•平成29年度 食害対策事業検言翡委員会設置（毎年開催）
•平成30年度 農作物被害防除対策需要調査実施（母島）

0令和元年度（渇水）
・餌不足のため、マンゴー等の状況確認と施設の点検・補修
・母島でコウモリ目撃数が急増→農家との意見交換を実施
→新仕様施設試験施工（母島）
•台風により施設が損傷・倒壊

→補修対応
0令和2~ 3年度（多雨）
・防護絹試験設置（父島）

くトリカルネット設置実績＞

く父島＞ 25 -禁積面積(10,941.34叩

＿設置件数（合；十98件）
20 
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0

 

1

1

 

栢
士
駒
磁

く母島＞

12000 

10000 

進捗状況
0令和4~5年度
・母島でコウモリ食害が顕在化
→農家との意見交換を実施
→関係機関・団体が連携して対応中

度年
。.
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課題・今後の対応
•取組の継続

・設置済み施設の管理状況の把握．店
→施設の経年劣化もしくは管理不足による施設

へのオオコウモリ｛晏入防止を図る
•より安価で簡便な防除策の検討、試験
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| 2-1 0 ノネコヘの対応状況 （環） I

アカガシラカラスヽ"’"”

＂母島

メグロ繁●鑢 父島では全鳥捕獲を纏続し、
アカガシラカラスバトの繁殖規
模を繕持．

保全対象鳥類の生息状況
く父島＞

・アカガシラカラスバト等の鳥類保全のため、全島山域での
ノネコの低密度化、完全排除を目指し捕獲を実施しており
2019年以降低密度傾向。

＊成果：アカガシラカラスバトの生息状況改善
南崎での海鳥繁殖地の回復

母島では保全対亀の生息が重
なる冑郎地填でネコの低密度
化を進め、安全地帯を確保す
る．中北部は緊急時にのみネ
コ捕獲を実施。

．， 

2023年度のネコ捕獲エリア

く母島＞
• 2016年まで全島で捕獲していだが、現在は捕獲範囲を

保全対象種の生息地等が霞なる南部地域に禦中。
2023年度は試験的に北進線沿いにて短期閻捕獲を実施。

• 2021年以降はオガサワラカワラヒワ保全強化のため、飛来
地域全域（集落北縁以南）に捕獲圧をかけ、ノネコが低密度化。

＊成果：南崎ではカツオドリやオナガミズナギドリの集団繁殖地が回復。

80

60

 

（
語）
姦
割
匡

捕獲ネコは東京都獣医師会
、小笠原海運、地域の協力
を得て、内地搬送、馴化、
希望する飼い主へ引渡して
いる。
これまでに1083頭を搬送

(2024年1月末時点）
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| 2-1 1 人とペットと野生動物の共存を目指した取組 （村） I

本取組の目的
◆ペットの適正飼養の推進、集落のネコ対策等により、 「人とペットと野生動物の共存」を目指す

これまでの経緯

◆1990年代～ 野ネコ対策事業CTNRによる）とネコ条例の運用、ノラネコの把握により集落のネコを管理
◆2006年 小笠原ネコに関する溝絡会議の発足：山域のノネコ捕獲が本格化（後に環境省が事業化）
◆2015年～ ネコ対策の経験をふまえ、新たな外来種となりうる犬猫含めたペットに関する制度を地域課顆WGで検討
◆2016年 小笠原動物協議会の設立翌年5月に動物対処室の運営開始→ペットの適正飼養指導を強化
◆2020年3月1 ＼笠、 の正T 。 に ペヽ、 を制定。翌年4月に一部施行。
◆2021年11月 ペット条例に関する璽議会を設置。犬の滴正飼養のあり方を検討(~24年1月）。

進捗状況

◆ペットの飼養登録：1 55世帯登録(R6.1時点）
◆集落ネコ対策では、山域のノネコが集落に定着しないよう、

村と環境省が運携してネコ捕獲を継続
◆むやみな餌やり・個人によるノネコ捕獲をしないようお願い

動物種

登録頭数
（父・母）

登録世帯数
（父・母）

(R6.1時点）
その他

内地から
持ち込み

哺乳類：イヌ、ネコ（一部）、ハムスター類、チンチラ、ウサギ
烏 類：インコ類、文烏、鶏類
魚 頷：熱帯魚（コリドラス、テトラ類、ベタ、メダカ、プレコ類

困I は虫類よ望りぢ溢巧雰公、ゼニガメ等）
ヘビ（ボールパイソン、コーンスネーク）

両生類：アカハライモリ、ファイア ーサラマンダ ー、アマミジリケンイモリ、
ゥ ーパール ーパー

毘虫類：ニジイロクワガタ、
甲殻類：エビ類（オパエラ、レッドピージュリンプ等）、グソクムシ
睦産貝類：ミヤコマイマイ

70 (47 • 23) 66 (56 • 10) 120 (106 • 14) は虫頭：カメ（ミシジッピアカミミガメ）
ヤモリ（ヒョウモントカゲモドキ）

50 (34 • 16) 56 (47 • 9) 68 (58 • 7) 
複数種飼養している世帯があるため、重複がある

課題・今後の対応
◆動物との付き合い方の村民全体の意識醸成
◆ペット条例においては、段階的に動物の持込み申告

（体制検討中）、ペットの持込み制限を開始予定
◆環境省事業との連携による集落ネコ対策の継続 登録動物の分類

(R6.1時点）

魚頷：グッピー

【凡仮］渇』『冒害防止外来種リスト

掲載種：画

魚類：海水魚（フグ類、ハゼ類等）
淡水魚（オオウJギ、オガサワラヨシノボリ）

貝類：カワニプ類（オガサワラカワニプ；ヌノメカワニプを含む可能性あり）
カノコガイ、イガカノコ

昆虫類：セイコウミツバチ
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| 2-1 2 西之島総合学術調査事業 （環） I 

経緯
•西之島は2013年以降の0貴火で睦地面積が増え、現在は、新たな生態系の形成過程を観察できる貴重な場

となっている。
•一方、自然改変や外来生物の持ち込みなどにより、その価値が損ねられる可能性もあり、原初の生態系の

初期生物相を把握した上で、保護担保措置や長期的なモニタリングを検討する必要がある。
• 2017年に「西之島の価値と保全にかかる検討委員会」が設置され、2019年に提言をとりまとめたが、

直後に再度噴火が起こり、島全体の生態系がリセットされた。
•2020年度からは「西之島のモニタリングのための準備会」を開催し、調査計画に基づき調査を実施。
• 2021年度(7月、9月）は上睦を伴わない陸域・海域調査、2022年度(7月）は主に周辺海域の調査を

実施。

進捗

• 2023年度(9月）はドローンや探査機等による睦域・海域の調査を実施。
・調査後に調査結果速報を報道発表。1月に調査報告会を開催。
•海烏について、8乍年度までの調査時に繁殖の中心だった西部での営巣数が激減して

おり、全域で個体数も減少していた。
•北西部にて、ヤニイロハサミムシとカズキダニの一種を確認。海罵の営巣地で刀類

の生息を確認。
•海域では、pHが6程度まで下がることがある変色水域が広がっていた。また西之島

では初記録となるハ放サンゴ網のウミトサカの一種やクモヒトデの一種等を確認。

［塁醤孟認器需喜喜9髯誌芸に、地域関係者等と協議しながら
］

| 2-1 3 住民参加・普及啓発等～村民向けボランティア・視察会～ （環・林・都・村） I

］）進捗状況

● • 一
RS.7.17 15名(7名） 平島 視察会

HS.9.10 71名(22名） 母島列島
ははじま丸に
よるクルーズ

RS.11.23 11名(6名） 西島 ボランティア

R6.3.20 中止 南島 ボランティア

←船内放送の解説
を聞きながら

無人島を望む

船内では→
パネルも展示

クル ー ズの様子

◆村民に小笠原の自然に対す
る興味を深めてもらうとともに
世界遺産の課題を共有する

◆視察会では保全対象種や対
策の現場を体感してもらう

◆村民ボランティアでは外来種
駆除作業を通じて取組を体感
してもらう

一

◆村民向け視察会
•平成25年度から兄島にて継続
◆村民ボランティアによる外来種

駆除作業
•平成 13年度から南島等にて継続
•平成28年度からは取組·生き物

紹介を交えて西島でも実施

◆各機関が連携し
て取組を継続

◆裾の広い村民に

参力嬰謬もらえ
るよ刃、ニューや
実施場所を工夫
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◆返還so周年を契機として小笠原固有の樹木「オガサワラグワ」を中心に
村民や来島者が自然を身近に感じられる場と機会の創出

◆林木育種センター、島内協力者等との連携により希少種の保護にも貢献

◆オガサワラグワ（平成29年～）
・林木育種センターからのクロ ーン

苗を島内協力者が順化 ・ 育成
◆オガグワの森（平成28年～）
・現況調査、残地材処分、アカギ

大径木伐採、ルート設定 ・ 整備
・主なイベント内容：生き物観察、

地図づくり、植樹、レク利用など
◆母島の森（平成29年～）
・東京農業大·田中信行教授

らと植栽箇所や樹種、作業
の進め方を検討

・シマグワ ・ アカギ・ギンネム ・

ササの薬注·伐採
・主なイベント内容：ギンネム伐採、

地図づくり、植樹、苗の計測など

違捗状況

—--
オガグワの森

父島の長谷ダム上流の
2つの沢に挟まれた約 1ha

の在来種と外来種が混成
した二次林

RS.8.26 23名 (10名）

RG.2.24 22名 (10名）

母島の森
母島の静沢集落北側の

ギンネムが繁茂する避難路
を兼ねた散策路沿い

土の生き物
観察・バイオ
ネストづくり

沢周辺の
生き物観察・

道開拓

ー

◆将来像0渕頃と共有
◆継続的な維持管理

体制
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